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目 的

在宅医療・介護に係る市民啓発について検討する。

○市民啓発推進の検討

○在宅情報紙わがやの発行

○その他在宅医療に関する啓発関係の検討
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第1回 啓発・広報部会報告 （令和元年５月２８日）
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１．新規事業について

目的：今後介護を担う現役世代（働き世代）に在宅医療を知ってもらう

方法： ①柏商工会議所
②オヤジ★イノベーション
③柏市PTA連絡協議会 へのアプローチ

○オヤジ☆イノベーションとは

柏市内の地域で活動するオヤジ達の活動紹介や，

そこで活動する方たちと交流し，まだ地域活動

に参加したことのない若い世代の男性や定年間

近の男性に，活動へのきっかけを得ていただく

ために開催している。

企画・運営は，主旨に賛同して集まった市民有

志による「オヤジ☆イノベーション実行委員会」 昨年度行われたオヤジ☆イノベーションの様子 ＠アミュゼ



第1回 啓発・広報部会報告 （令和元年５月２８日）

記事・紙面

・質問箱に多く寄せられた質問に2号に渡り回答する

＜掲載方法＞
家族形態別に家族の担う役割や負担などをまとめる
どこに相談すればよいかがわかるようにする
在宅医療を担う専門職を知る

＜回答方法＞
インタビュー形式やフローチャートなど

配布方法等
・ポスティングを検討 （町会自治会回覧は終了）

・市内小・中学校に配布
・商業施設等に配架

２．在宅医療情報紙『わがや』１４，１５号の内容検討
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＊わがやの周知率 27.6％ （H30年度在宅アンケートより）

※読んだことがある12.1％ 見たことがある15.5％



令和元年度 地域啓発活動
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対 象 回 数

老人会・サロン・町会など ３(１)

民児協・地区社協・ふる協 ２(１)

その他（市民団体，NPOなど） ２(１)

合 計 ７(３)

延べ参加者数 ２２５

（ ）内は多職種が講義を行った人数

◆令和元年度啓発件数（6月10日現在）

令和元年度 活動内容（予定）

＜部会＞ 第２回：令和２年２月頃開催予定

＜その他＞ 在宅医療アンケートの実施

★今後の啓発予定
老人会・サロン・町会など 5件
民児協・地区社協・ふる協 1件

<参考資料>



意思決定支援ガイドラインに関すること
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第1回部会でいただいたご意見

・本人が自然に抵抗なく考えられるツールがあるといい
（もしバナゲーム，松戸市のゆめカルタなど）

・意思決定を考えてもらうような出前講座の実施
・『わがや』のような情報紙をつくる
・のぞみノートに到着する一歩手前の導入啓発チラシを作成
・のぞみノートの概要版の活用

【啓発・広報部会の役割】
市民が人生の最終段階の意思決定の必要性を考えるきっかけを
つくる（市民啓発の検討）



（参考資料） かしわ元気塾実施状況

◆平成２９年度 平成３０年度 かしわ元気塾開催実績

参加者総数 開催回数 月平均参加者数

平成29年度 3,031名 12回 252.6名

平成30年度 2,706名 12回 225.5名

開催日 講座（講演）タイトル 講師（敬称略） 参加人数
(申込人数)

第1回
4/20(土)

活用しよう！私たちの地域包
括支援センター

柏北部地域包括支援センター（山本）
北柏地域包括支援センター（齋川）
柏東口地域包括支援センター（村本）
柏南部地域包括支援センター（神津）
柏南部第２地域包括支援センター（橋本）

175
(224)

第2回
5/26(日)

本当はみんな悩んでいる
～おしっこの話～

柏市医師会（岸本）
柏市在宅リハビリテーション連絡会（西田）

217
(290)

第3回
6/22(土)

見つめてみよう，あなたの体
柏市医師会（星野）
柏市市民生活部保険年金課（下出・古橋） (246)

第4回
7/20(土)

夏がきた！乳幼児が元気にす
ごすためのアドバイス
＊地域医療連携センター以外の会場で実施

柏市医師会（清水）
柏市在宅リハビリテーション連絡会（高原）
柏市こども部保育運営課（保育士）

◆令和元年度 かしわ元気塾 （令和元年6月10日時点）
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